
（１）事業名称等 

    

【事業名称】      歴史的建造物修復技術講習会とその社会実装 

                       

【実施団体】     社団法人 富山県建築士会 

 

【事業経費】     ６３８，０００円 

 

 

平成２４年度NPO 等による文化財建造物の管理活用事業 



 

（２）事業の目的 

        富山県内にある多数の歴史的町並み、歴史的建造物 

その多くが         調査、修理、修景、維持管理、活用        を必要としている 

                修復設計や維持管理に必要な知識、技能をもった人材の育成をする 

 

 

      

 

講習会で実践的な技能を身につける 

技能を地域のまちづくりの活かす  



（３）事業活動の内容 

  事業①    歴史的建造物修復技術講習会Ⅱ・・・ 

                     歴史的建造物修復設計のための調査手法の研修  

  事業②    吉久地区建物調査・・・まちづくりへの参加協力 

  事業③    吉久まちづくりワークショップの開催・・・まちづくりへの啓発活動 

                             

金屋町 福岡町 

瑞龍寺 山町筋 

勝興寺 

吉久の町並 

高岡の建物 



   １回目     平成24年7月21日（土） 
            軸部のスケッチ（断面・伏図）  2階平面・展開スケッチ作成 
 
   2回目     平成24年7月28日（土） 
            伝統工法の耐震診断・伝統工法の耐震補強 講義 
            スケッチした箇所の実測作業 
    
           



    3回目      平成24年9月1日（土） 
              瓦の材料、施工について講義 
              瓦の調査方法についての研修     

瓦の打音検査方法について 



    4回目     平成24年9月15日（土） 
             建具、表具の材料と施工についての講義 
   建具、表具の調査についての研修 

野帳の作成 

調査結果発表 



    5回目     平成24年10月6日（土） 
             畳の材料と製作方法についての講義 
   畳の調査方法についての研修 

手縫い床 

古い畳を解体する 

調査結果発表 



    6回目    平成24年10月28日（日） 
            左官材料と施工方法についての講義 
            左官壁の調査方法と修復方法についての研修 

模型による土壁の説明 

調査結果発表 



    7回目    平成24年11月18日（日） 
            木部の架構調査方法の研修 

矩計の書き方の実習をする 

講師の指導 



    8回目    平成24年12月15日（土） 
              木部の破損調査方法と記録の仕方の研修 
            木部の破損修理方法についての講義 
            修復現場見学  金沢市東山 

修復工事中の現場を5軒見学する 

調査結果発表 



        9回目    平成24年12月22日（土） 
           立面の実測 
      講習会の総括と報告書作成についての説明 

調査報告書 

講師の指導 



    9回目つづき   平成25年2月2日（日） 
               文化財の調査・修復についての講義 
               勝興寺修復現場見学 



    吉久地区建物調査    平成25年1月26日（土） 1回目調査 
                     平成25年2月2日（土）   2回目調査 

調査票 

調査地地図 



    吉久まちづくりワークショップ    平成25年2月17日（日） 
          富山大学芸術文化学部 との共催 
          協力  吉久町家まちづくり研究会  吉久まちづくり推進協議会 
     講師 ： 大田省一 氏  京都工芸繊維大学 特任准教授  吉久地区出身  



（４）事業の成果 

□報告書を作成することで研修内容を現実的なものとして理解することができた 

□職人、設計などの講師の協力で研修内容を実務に近いかたちで行うことができた 

□有志でおこなった金屋町実測調査を通してチームとして作業をすることができた 

□地域のまちづくり団体と協働で作業をすることができた 

□ワークショップを通して講習会の目的を住民にも伝えることができた 

調査報告書 
吉久地区建物調査地図 実測調査 



 
 
 
 （５）事業実施後の課題 
 
    
   □講習会は昨年度よりさらに若い人や女性の参加が多く、幅広い層に興味を  
     もってもらうことができた。一方施工者には土曜日の講習は参加が難しく、 
     受講者がほとんどいなかった。講習会の日程の組み方に課題が残る。   
      
    
   □今年度は講習会場のある地域のまちづくりと関った事業も行ったが、今後も  
     そのような地域のまちづくりに継続して関っていくことのできる仕組みをつくる  
     必要がある。各地域の建築士会会員を軸として地域とつながっていくことが 
     できるようにしたい。  
      
 
   □新組織の活動が今年度の事業の中では行うことができなかった。また行政へ 
     の働きかけも十分行うことができず、目標の達成に至らなかった。今後引続 
     いて取組んでいく課題である。       
 
 
     

  

 



（６）今後の展開 
    
 
  □富山県内の歴史的町並や建築物の保存・活用を進めていくためには、富山県 
   建築士会が組織だって取組んでいくことが必要である。そのために、次年度は 
   新しい委員会が発足することとなった。 
 
 
  □新しい委員会では県内のヘリテージマネージャー制度の作成と運営も活動内 
   容としている。昨年度、今年度の講習会での研修や今年度のまちづくり運動と 
   の関りをその活動に活かしていきたいと思う。 
 
 
  □第3期の講習会は吉久地区とは別の地域での開催を予定している。その地域 
   のまちなみ保存団体等と連携した活動をもおこなう。また3ヵ年の講習会のまと 
   めとして、建築士のための歴史的建造物調査手引書の作成をおこなう。  
     

 


